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第二章 装置を概述する
EL検査装置の目的は光電池板と部品の欠陥（ひび、切れること、欠陥と損傷）を発見することです。但し、直流電流が加えられた時に光電池板は赤外線の光が現れます(エレクトロルミネッセンス現象)。エレクトロルミネッセンス現象（EL）が発射した赤外線の光を特殊なCCDビデオカメラで撮影します。電流がある部分では、写真の上で輝くことが現れて、電流がない部分は暗くになります。光電池板の欠陥がある部分（ひび、切れること、欠陥と損傷）は暗くて、だから暗くなった部分を探し出す方法を通じて、欠陥が存在するか、どうかを評価することが出来ます。
装置の構成：
1. EL点検装置
2. EL点検PCを取り付ける支え座
3. EL点検を操作することを制御するキュービクル
操作を概述する：
以下に叙述される操作はEL点検装置だけに適用されます。
伝達機械システムの操作は第7章の「コントロールパネルの操作する方法」をご参照し、及び第8章の「コントロールパネルの画面を説明する」をご参照にしてください。

1． 輸入する伝送機械の上の素子を調整して、それによって素子は伝送を通じて、EL検査装置の素子の方向誘導装置までに設置されることができます。
２．ＰＣ棚上のスイッチ箱にある【積載する/ダウンロードする】のポタンを押します。
EL点検装置の輸入する扉を開けて、伝送する機械が回転し始まります。輸入する伝送機械から素子をEL点検する位置に転送します。
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	自動操作する期間において、光を遮る箱の入り口と出口は、自動的に開くと閉じることが行っているため、手が挟まれる危険があり、入り口と出口が開けて閉める時に、どうぞ、手が近づけないようにご注意をしてください。

手動モデルでコントロールする期間中には、光を遮る箱の入り口と出口は、コントロールパネルの上にある手動ポタンで
開けて閉めることが出来ます。手動の押しポタンで扉を開けて閉める時に近くに人がないことを確認してください。




３．装置に自動バー・コード読まれた機能があれば、モジュールでバー・コードを自動的に読みます。装置に自動バー・コード読まれた機能がなければ、滑りの扉を開けて、バーコードの読み取る機械を手に持つでバーコードを読み取ります。(資料をPLCに転送してください)
４．銅テープ自動連結する機能があれば、なお機能は「自動的に」モデルで設定された場合、EL電池の点検は自動的に実行されます。目視でELの画像を点検する場合は、素子の点検と承認を確定させるために[OK]あるいは[NG]の押しボタンをおしてください。EL画像の資料は保存されます。詳細は第6章の「EL点検とコントロールの説明」をご参照してください。それから、ステップ10へ移動してください。

5． 銅テープ自動連結する機能が具備されなければ、あるいは、機能が「手動」モデルに設定さ　　れている場合、操作する人員は、ステップ６からステップ１１までに従って、作業を実行することが必須です。
6． すべりの扉を開けて、直流する出力ばさみ（紅色ばさみが＋、黒色ばさみが－）を素子に繋いでください。
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	直流電流をクローズする前に真剣に点検をして、直流電流の出力線のプラグと光電池の素子の出力素子としっかりつながることを確保し、また、その他の電気伝導の物と接触していないことをも確認してください。



7. 滑りの扉をクローズして、コントロールの箱の上の[直流電源]の押しボタンによってEL検査を行います。素子に電流を繋いで、そして自動的に素子の画像資料を記録します。
8. 画像写真を撮った後に、EL検査結果（OKあるいはNG）はPC CRTの上で明らかに示します。目視でEL画像を検査すること、[OK]あるいは[NG]の押しボタンによって素子を検査した上で、引き取ることを確定します。EL画像の資料が保存されます。詳しい情況は第6章の“EL検査とコントロールの説明”をご参照にしてください。
9. コントロールの箱の上の[直流電源]の押しボタンを押して、通電を停止します。
10. 滑りの扉を開けて、素子の上から直流出力線ばさみを取り外します。出力線ばさみを

指定する位置に戻してください。

11. 滑りの扉を閉めます。
12. PC棚のスイッチの箱の上に[積載する/ダウンロードする]の押しポタンを押さえつけます。EL検査装置の出口の扉を開けて、素子は伝送機の出口までに伝送されます。

　
PC棚とEL検査とコントロールの操作について、第6章の“EL検査とコントロールの説明”をご参照にしてください。
EL検査装置と伝送機械の操作について、第7章の“コントロールパネルの操作方法”と第8章の“コントロールパネルの画面を説明する”をご参照にしてください。
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